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P.6

再校



P.7

再校



数
多
く
の
リ
ス
ク
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
日
本

人
が
海
外
で
事
件
・
事
故
な
ど
に
遭
遇
す
る
可

能
性
は
一
層
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

１　

は
じ
め
に

（
１
）　
安
全
対
策
見
直
し
の
必
要
性

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
企
業
の
海

外
展
開
は
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
日
系
企
業
の

海
外
拠
点
数
は
約
８
万
に
の
ぼ
り
ま
す
（
２
０

２
２
年
10
月
１
日
現
在)
。
特
に
成
長
著
し
い

ア
ジ
ア
地
域
は
日
本
か
ら
近
く
、
さ
ら
に
重
要

性
を
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
中
堅
・
中

小
企
業
の
海
外
進
出
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
海
外
出
張
や
海
外
赴
任
の
機

会
も
増
加
す
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
世
界
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
や
極
右
・
極
左
過
激
主
義
勢
力
に

よ
る
テ
ロ
、
紛
争
、
自
然
災
害
、
感
染
症
な
ど
、

や
日
本
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
正
し
く
理

解
し
て
情
報
収
集
、
安
全
対
策
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

外
務
省
は
、
シ
リ
ア
に
お
け
る
邦
人
殺
害
テ

ロ
事
件
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
５
年
５
月
に

「『
在
外
邦
人
の
安
全
対
策
強
化
に
関
わ
る
検
討

チ
ー
ム
』
の
提
言
」（
以
下
、「
提
言
」）
を
作

成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
６
年
７
月
の

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
ッ
カ
に
お
け
る
襲
撃
テ

ロ
事
件
で
は
日
本
企
業
の
７
名
の
方
が
犠
牲
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、「
提
言
」
の
実

施
状
況
を
点
検
し
、
強
化
す
べ
き
方
策
を
再
検

討
し
ま
し
た
。
８
月
に
ま
と
め
た
「
点
検
報
告

書
」
で
は
、
日
本
企
業
や
日
本
人
を
取
り
巻
く

テ
ロ
情
勢
の
変
化
を
分
析
し
た
上
で
、
在
外
邦

人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
点
分
野
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

（
ア
）
最
近
の
テ
ロ
情
勢
の
変
化

　
　

①
「
提
言
」
で
は
、
３
つ
の
基
本
認
識
を

　
　
　
　

提
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

●
日
本
人
は
、
テ
ロ
に
巻
き
込
ま
れ

　
　
　
　
　

る
だ
け
で
な
く
テ
ロ
の
標
的
と
さ

　
　
　
　
　

れ
得
る

　
　
　
　

●
在
留
邦
人
の
み
な
ら
ず
、
短
期
留

　
　
　
　
　

学
生
や
旅
行
者
も
テ
ロ
の
被
害
に

　
　
　
　
　

遭
う
可
能
性
が
あ
る

　
　
　
　

●
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
み
な
ら
ず

　
　
　
　
　

先
進
国
を
含
む
世
界
各
地
で
テ
ロ

　
　
　
　
　

が
起
こ
り
得
る

　
　

②
し
か
し
最
近
は
、
更
に
深
刻
な
変
化
が　

俺
が
う
さ
ぎ
（
ラ
ビ
ッ
ト
）

の
よ
う
に
臆
病
だ
か
ら
だ

…
…
が
…
…
臆
病
の
せ
い
で

こ
う
し
て
生
き
て
い
る
。

（
第
28
巻
『
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
』
よ
り
）

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
企
業
組
織
と
し
て
、

従
業
員
個
人
と
し
て
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
と
の
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
企
業
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１　

は
じ
め
に

（
１
）　
安
全
対
策
見
直
し
の
必
要
性

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
企
業
の
海

外
展
開
は
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
日
系
企
業
の

海
外
拠
点
数
は
約
８
万
に
の
ぼ
り
ま
す
（
２
０

２
２
年
10
月
１
日
現
在)

。
特
に
成
長
著
し
い

ア
ジ
ア
地
域
は
日
本
か
ら
近
く
、
さ
ら
に
重
要

性
を
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
中
堅
・
中

小
企
業
の
海
外
進
出
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
海
外
出
張
や
海
外
赴
任
の
機

会
も
増
加
す
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
世
界
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
や
極
右
・
極
左
過
激
主
義
勢
力
に

よ
る
テ
ロ
、
紛
争
、
自
然
災
害
、
感
染
症
な
ど
、

や
日
本
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
正
し
く
理

解
し
て
情
報
収
集
、
安
全
対
策
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

外
務
省
は
、
シ
リ
ア
に
お
け
る
邦
人
殺
害
テ

ロ
事
件
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
５
年
５
月
に

「『
在
外
邦
人
の
安
全
対
策
強
化
に
係
る
検
討
チ

ー
ム
』
の
提
言
」（
以
下
、「
提
言
」）
を
作
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
６
年
７
月
の
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
ッ
カ
に
お
け
る
襲
撃
テ
ロ

事
件
で
は
日
本
企
業
の
７
名
の
方
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、「
提
言
」
の
実
施

状
況
を
点
検
し
、
強
化
す
べ
き
方
策
を
再
検
討

し
ま
し
た
。
８
月
に
ま
と
め
た
「
点
検
報
告
書
」

で
は
、
日
本
企
業
や
日
本
人
を
取
り
巻
く
テ
ロ

情
勢
の
変
化
を
分
析
し
た
上
で
、
在
外
邦
人
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
点
分
野
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

（
ア
）
最
近
の
テ
ロ
情
勢
の
変
化

　
　

①
「
提
言
」
で
は
、
３
つ
の
基
本
認
識
を

　
　
　
　

提
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

●
日
本
人
は
、
テ
ロ
に
巻
き
込
ま
れ

　
　
　
　
　

る
だ
け
で
な
く
テ
ロ
の
標
的
と
さ

　
　
　
　
　

れ
得
る

　
　
　
　

●
在
留
邦
人
の
み
な
ら
ず
、
短
期
留

　
　
　
　
　

学
生
や
旅
行
者
も
テ
ロ
の
被
害
に

　
　
　
　
　

遭
う
可
能
性
が
あ
る

　
　
　
　

●
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
み
な
ら
ず

　
　
　
　
　

先
進
国
を
含
む
世
界
各
地
で
テ
ロ

　
　
　
　
　

が
起
こ
り
得
る

　
　

②
し
か
し
最
近
は
、
更
に
深
刻
な
変
化
が　

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
企
業
組
織
と
し
て
、

従
業
員
個
人
と
し
て
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
と
の
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
企
業
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現
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

●
極
右
・
極
左
過
激
主
義
勢
力
に
よ　

　
　
　
　
　

る
テ
ロ

　
　
　
　
　

日
本
企
業
が
多
く
進
出
す
る
欧
州

　
　
　
　
　

に
お
い
て
、
排
外
主
義
的
な
極
右

　
　
　
　
　

過
激
主
義
勢
力
や
、
無
政
府
主
義

　
　
　
　
　

を
掲
げ
る
極
左
過
激
主
義
勢
力
に

　
　
　
　
　

よ
る
暴
力
事
案
が
発
生
。
ま
た
、

　
　
　
　
　

米
国
で
は
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
と
み

　
　
　
　
　

ら
れ
る
銃
撃
事
件
も
頻
発
。

　
　
　
　

●
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
狙
っ
た
テ

　
　
　
　
　

ロ
の
増
加

　
　
　
　
　

ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
は
、
レ
ス　
　

　
　
　
　
　

ト
ラ
ン
、
公
共
交
通
施
設
、
イ
ベ

　
　
　
　
　

ン
ト
会
場
な
ど
警
備
が
手
薄
で
不

　
　
　
　
　

特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
日
常
生

　
　
　
　
　

活
の
場
を
指
し
ま
す
。
テ
ロ
リ
ス

　
　
　
　
　

ト
は
社
会
に
恐
怖
を
与
え
る
た
め
、

　
　
　
　
　

無
差
別
に
攻
撃
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

　
　
　
　
　

特
に
国
際
空
港
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　
　
　
　
　

な
ど
外
国
人
や
観
光
客
が
集
ま
る

　
　
　
　
　

場
所
は
攻
撃
対
象
と
し
て
注
意
が

　
　
　
　
　

必
要
で
す
。

　
　
　
　

●
テ
ロ
実
行
者
の
多
様
化

　
　
　
　
　

テ
ロ
の
実
行
主
体
が
、
イ
ン
タ
ー

          　
　

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
イ
ス
ラ
ム
過
激

　
　
　
　
　

思
想
に
感
化
さ
れ
た
者
（
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

グ
ロ
ウ
ン
型
）
や
、
組
織
と
は
関

　
　
　
　
　

係
な
く
単
独
で
動
く
人
物
（
ロ
ー

　
　
　
　
　

ン
ウ
ル
フ
型
）
で
あ
る
例
が
多
数

　
　
　
　
　

み
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

（
イ
）
安
全
対
策
の
重
点
分
野

　
　
　
「
点
検
報
告
書
」
で
は
安
全
対
策
の
重

　
　
　

点
分
野
と
し
て
以
下
の
３
点
を
掲
げ
て

　
　
　

い
ま
す
。

　
　
　
　

●
国
民
一
人
一
人
の
安
全
対
策
意
識

　
　
　
　
　

と
対
応
能
力
の
向
上

　
　

●
国
民
へ
の
適
時
適
切
で
効
果
的
な　
　

　
　
　

情
報
伝
達

　
　

●
こ
れ
ら
を
着
実
に
実
施
す
る
体
制

　
　
　

の
整
備

　

テ
ロ
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

困
難
と
な
る
中
、
在
外
邦
人
が
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
官
民
が
連
携
し
た

一
層
の
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）　
中
堅
・
中
小
企
業
の
た
め
の
安
全
対
策

　
「
点
検
報
告
書
」を
受
け
て
、外
務
省
で
は「
中

堅
・
中
小
企
業
海
外
安
全
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
情
報
収
集
・

分
析
体
制
の
強
化
、海
外
緊
急
展
開
チ
ー
ム
（
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）
の
強
化
も
進
め
て
い
ま
す
。 

　

し
か
し
、
外
務
省
が
情
報
提
供
を
拡
充
し
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
在
外
邦
人
の
安
全
を
保
障

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
人
が
様
々
な
情

報
に
自
ら
積
極
的
に
接
す
る
よ
う
に
努
め
て
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
企
業
や
海
外
出
張
者
・
海
外
赴
任
者
は
、

命
を
守
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
自
ら
努
力
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
外
務
省
は
、
そ
の
よ
う
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現
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

●
極
右
・
極
左
過
激
主
義
勢
力
に
よ　

　
　
　
　
　

る
テ
ロ

　
　
　
　
　

日
本
企
業
が
多
く
進
出
す
る
欧
州

　
　
　
　
　

に
お
い
て
、
排
外
主
義
的
な
極
右

　
　
　
　
　

過
激
主
義
勢
力
や
、
無
政
府
主
義

　
　
　
　
　

を
掲
げ
る
極
左
過
激
主
義
勢
力
に

　
　
　
　
　

よ
る
暴
力
事
案
が
発
生
。
ま
た
、

　
　
　
　
　

米
国
で
は
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
と
み

　
　
　
　
　

ら
れ
る
銃
撃
事
件
も
頻
発
。

　
　
　
　

●
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
狙
っ
た
テ

　
　
　
　
　

ロ
の
増
加

　
　
　
　
　

ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
は
、
レ
ス　
　

　
　
　
　
　

ト
ラ
ン
、
公
共
交
通
施
設
、
イ
ベ

　
　
　
　
　

ン
ト
会
場
な
ど
警
備
が
手
薄
で
不

　
　
　
　
　

特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
日
常
生

　
　
　
　
　

活
の
場
を
指
し
ま
す
。
テ
ロ
リ
ス

　
　
　
　
　

ト
は
社
会
に
恐
怖
を
与
え
る
た
め
、

　
　
　
　
　

無
差
別
に
攻
撃
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

　
　
　
　
　

特
に
国
際
空
港
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　
　
　
　
　

な
ど
外
国
人
や
観
光
客
が
集
ま
る

　
　
　
　
　

場
所
は
攻
撃
対
象
と
し
て
注
意
が

　
　
　
　
　

必
要
で
す
。

　
　
　
　

●
テ
ロ
実
行
者
の
多
様
化

　
　
　
　
　

テ
ロ
の
実
行
主
体
が
、
イ
ン
タ
ー

          　
　

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
イ
ス
ラ
ム
過
激

　
　
　
　
　

思
想
に
感
化
さ
れ
た
者
（
ホ
ー

　
　
　
　
　

ム
グ
ロ
ウ
ン
型
）
や
、
組
織
と
は

　
　
　
　
　

関
係
な
く
単
独
で
動
く
人
物
（
ロ

　
　
　
　
　

ー
ン
ウ
ル
フ
型
）
で
あ
る
例
が
多

　
　
　
　
　

数
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

（
イ
）
安
全
対
策
の
重
点
分
野

　
　
　
「
点
検
報
告
書
」
で
は
安
全
対
策
の
重

　
　
　

点
分
野
と
し
て
以
下
の
３
点
を
掲
げ
て

　
　
　

い
ま
す
。

　
　
　
　

●
国
民
一
人
一
人
の
安
全
対
策
意
識

　
　
　
　
　

と
対
応
能
力
の
向
上

　
　

●
国
民
へ
の
適
時
適
切
で
効
果
的
な　
　

　
　
　

情
報
伝
達

　
　

●
こ
れ
ら
を
着
実
に
実
施
す
る
体
制

　
　
　

の
整
備

　

テ
ロ
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

困
難
と
な
る
中
、
在
外
邦
人
が
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
官
民
が
連
携
し
た

一
層
の
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）　
中
堅
・
中
小
企
業
の
た
め
の
安
全
対
策

　
「
点
検
報
告
書
」を
受
け
て
、外
務
省
で
は「
中

堅
・
中
小
企
業
海
外
安
全
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
情
報
収
集
・

分
析
体
制
の
強
化
、海
外
緊
急
展
開
チ
ー
ム
（
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）
の
強
化
も
進
め
て
い
ま
す
。 

　

し
か
し
、
外
務
省
が
情
報
提
供
を
拡
充
し
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
在
外
邦
人
の
安
全
を
保
障

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
人
が
様
々
な
情

報
に
自
ら
積
極
的
に
接
す
る
よ
う
に
努
め
て
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
企
業
や
海
外
出
張
者
・
海
外
赴
任
者
は
、

命
を
守
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
自
ら
努
力
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
外
務
省
は
、
そ
の
よ
う
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三校



な
「
国
民
一
人
一
人
の
安
全
対
策
意
識
と
対
応

能
力
の
向
上
」
を
強
力
に
後
押
し
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
最
近
の
テ
ロ
情
勢

の
変
化
等
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
必
要
な
海
外

安
全
対
策
に
つ
い
て
参
考
資
料
を
提
供
す
る
も

の
で
す
。
特
に
中
堅
・
中
小
企
業
を
念
頭
に
海

外
出
張
者
・
赴
任
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
具

体
的
か
つ
簡
潔
に
提
示
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

参
考
に
実
際
に
自
社
の
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

話
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

読
ん
で
か
ら
に
し
て

も
ら
お
う
…
…
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な
「
国
民
一
人
一
人
の
安
全
対
策
意
識
と
対
応

能
力
の
向
上
」
を
強
力
に
後
押
し
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
最
近
の
テ
ロ
情
勢

の
変
化
等
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
必
要
な
海
外

安
全
対
策
に
つ
い
て
参
考
資
料
を
提
供
す
る
も

の
で
す
。
特
に
中
堅
・
中
小
企
業
を
念
頭
に
海

外
出
張
者
・
赴
任
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
具

体
的
か
つ
簡
潔
に
提
示
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

参
考
に
実
際
に
自
社
の
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

話
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

読
ん
で
か
ら
に
し
て

も
ら
お
う
…
…

P.13

初校


